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I(2で見るように,切れろ任捌 は針金の抗弧ノ)には

比例していたt･｡太 ･ヽ投では11-らつきが多く.文tlL節

に卓する乱打tli多い｡飼えばFtL舐...r'管の洪酸 (05=nm

白恥 では切れろのに29F't以 Jの碍†lnを暫していろ.

将は投の齢 では,この針金が切jLたEWEllには甥散

光矧 iei.に17cmV J-淀んでい ろことにT=ろ,,?ユ

ーズ投一駅i伸びが人きい2Sか切ILろのに長い特GbTjt
かろからこの故の狐 川としては不適当であるQ

OllTtm †ンダニン松の可LLろ綻対ru触 ;分tLはJ_rlL
いが今の断頭事定法はない｡しかしばらつきは少しLから

Lulrml拙津の皇位 ならば人きヽ誤差のrjVuにはなb

山上うであろ｡

S 5結 び

米-Jf等の棚 した新しい繰越湖征法は架晩生E勺で短

い繋包のは迎1/測るLl約に尤分杓うものであるとmr

ろ｡故打も少いし,-Rr搬 したさ狩 は払宜し的300
回の澗iiiJfでiつた校もMと全くr'1日;拭火を与えてい
ろ｡ただしBZ脈を)葺くしてもrd資はJ=らT=い｡木型三の

欠.'･'J'.I手打以彰の必ガと,詔彰された吸の淡彩.御i
に若干の化悪椎が入る･t.でもろ｡

支那 すべき男山が領･Xの特休で較afさjLてい7,峠

にL三相 こ措辞が潔く,この分Jl!はまだ'析映されてし･f_

い○

米所'R(-_文飾石村棚 研1兜沼の援助を,うけて行わ

れたものであI).木研究にLjI)組叫 丁笠1=1伽 を払
った県立Ill靭昌之.)lt人芯孔X脚 F即 す,iJ一花臥 LiE
非の舌先氏に潔詔する｡叉を附 の什現及び旗!,Z陀 炊和さ
れた帝詔火JLll占,白木ヵ-リブl及びrl氷化張に対し

好むよI)11ロ托Fl=げろ｡

電 気雷管の膏発範囲に就て

(昭8128年 5 JJlln安和)

明 石 著 作 .准 田 安 男 ･町n満潮
(濯化成工粟托式合板小倉工3品)

H Ei; ij

エ双火丑l糊 は'uB2r5に局完雷b.かミ火斉糞
と白金扱新砂 寺nZlの供鎌からの斉発担Aを3じた5-i,

出〆抑 拍したiEJE)才了の外出投の捉&'墓誌が.7E下し海損

カニあれはそのL･l恥の花館分耐 まiLJ3,でf=く1_るので五三

人職 (･L)をとろ耶 ;訂野と朋小筒涜(.=)をとろ芯父

耶 とを肘rろことは明かである｡この.]とちとの

･T抄二かなE)の人き引こLWいたときは白金節 W L.1と

.･-..火時mlの四稀からAl然不死Jf4-.じろと考えられる｡

抑圧tLされつつあろ屈託耳丁腎の㌍操の絶技抵抗の降下

蛇をiR川.!巧拙に由った齢 不発の可慣性と之の斉矧 こ
必Atな識htTa正を'R収的に淡め.7M lrE畝では絶技匠
の降lLない田川く附快の仕nJとJ.i環E:のコ ンデンサー
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発破器か船舶:祈利であろことを,述べろ｡
lL 幹線のた井蛙抗

igl免 glStの脚 を知らにはlOOV-500Vのj

グーに上っていちが,潜々はさこV)如きJJ払lこ.tつてこ

iLを双やた｡

USmJf約3,'''の食姐水にIltL'iして芯淡を迫でると

ラ,莱LB好投のJe撫抵抗が托下して湖igげ ろときは的

校を,洩ってh)Lた芯掛 三は.lよ,),J､TE維虹を示すで

あろうし.父泊地がなけJtlr-LEZ'･tの債であろかi,,

これをJL･J シ.･ブタンを川いてnl托 しづブシP〆9ふ

よl)フためられたTuuiE仙カーら縫放抵抗を即3gで淡めた｡
皿Pち,洞油符iXtをLLとし旭放牧枕をII'とすらと次
の罪体か て成立十ろ｡
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この拒凹の湘5il'R臣やは花En=上る捉事拙坑のZa.化

は見ら11/㍗.
叫ろ廿池相槌 -ク-/1y粥投の謎磯波日

経のばらつきが大きく包められた｡
(li)滋Tlt
蒋州に上る挑扱班の変化
AjLrr̂1こ放て屯EEに上る継杭の杉野は荊んt'沈め

ら れなかったので,潤p.lL伺匹を))C20V-22VとL L

r327F''HaCトSoITITcTnt)28-270CでSlrA

lする時luを庶化させて妃&披抗を渦起した舶Lfさは戎2

及び図2の如くである｡鵬 Jl-タノ1ン式のLWfaの勝 抜紙は殺粁
｢ろ岬LtlLこよって加遡的に低下し1時IZrPO分にもなちと約
50D位ま-C･になることがわかる

｡
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叩91朗Zfi伯ooo3 i[ 小

♂ 】L 1 ー r

･ 対 1 ltIi 盲;+ ･与Tue'r 壬

11-1

-n zLo 40 一〇 l
O IBO )20･.･., Tl加 相

t(J})3,'エTACI-SD]n30分滋功Pt

故では*ia帥'鎚.･ク 71ン恥校の捉株数抗は大仏500-GOO

Oと見放され松茸の匪いもので200LIL肋:廿逆とtiT

iつれる｡然しこの共助は㌍紋のJi讃扮llr._r･Pl砂 こしたものにつしての較
光であろから手光く羽迷えlflCOO以下奴はSOO
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1'z rJTtYT6

立 言 :=::A:7:ip蔓':L上t
斤o rl rl rq rL

融4 t. も～.搬 由

･r7Jのlこbi寸のbき方法Jf

川いた｡叩J'.I..,.(A_長大芯汝であり.･=は粥:TDにあった

紗 卜骨託てもち土▲ら}'=々 をナブ シt･{77に畑 して

そのナ シPYナ_より渋め. ･IとITtのT'l分

や-〔Rr)したものがRコでi,ろ｡

た3 (JX'215V 3,'.'･Y･TICl-Soln
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日匂甥) 拭何 0ヽ1-3117f拙

仰臥 l-Gll打水ぬJtした蜘持5他姓用を施した特

殊輪'LBハクツtン防投ではS!ii'tdL-.ql相当Py州
立では雀機 銃のVtトに上るzq沖は払/J稚いSl.廿id粋をハクフィン附投の恥 はJ壬2の7

-p-から別当の冒涜監さrT-Jtされたか･:相 識麦では暮-J967

.ほであり, 1時左耳p分でr･P ゝ陀に熊 T'すろ柁望でき

.ちこと5'41功した｡悠しこLLEi飽 く迄も吋

称JLtI妓ほれたy;投,二つt･てのMl!でもろから,T-弄くJriIJ

手兵えは縫漁れ群の也a:七二号えらJL,その執 刀はd

iに人きくな,1でiノろうことは1分に想博される所であろ｡J

y,.=の夷熊から7IJbれた* I'JE･y}上から脚線 35

のJe牲妊JJと紫人職 とkt小胃鏡のIt即 も.･.I,と
のLK柊を)日 にまとめ′タフを作ると阿5Jl,はる｡

'L～J た■狭まとIJLl=ご てit二 二 ㌢ ･､fi'-:

:_t ニー ti.II l35 0

5LD l 225 0898 -15 0.

615 062暮 230 0Bgg _16

0622 1 2SO l)9105J 0647

- 265 091760 0677 0

666 275 0923 -70 0

698 0698 320 09J5 -850732 1 383

09J6 -】20 0act)

- Z25 0970 -】6O D850

- 1-10 0980 -173 0輔1 08912 J80 0980

0980215 0892 - 50:1 098; -

220 0B95 - 625 0992 0!P

2郎 汁賭Wト tX dla･SJ凍- 肘''tA;

t'糾 <JL r_～)妃地 紋がPrT{して2tX)Li付にならと

･iJ･.は.08881匹で邪し50【lLaに法れ卜するとすれば

,その間 繁は大きく比は065111雌になる｡従ってtfAJ叫瞬引 llいたTll記苛1守を紫lE1-=Jl

特訓1校に確的なrrう上うT_齢 .持.二大防IIQ)

恐い所では当悌 Ei上l)11伽 もeえられろわけ7:･あ

るからfr(I).ニlAnpQ)馳 哉 Ltろ坪

にL1,.72Hきれ7=匡i左シ:もろとすれ



36 工 点 火 空 払 会 亀 節 IIを gH .sT

皿 斉発に必羊なtJ=

Jt･切6に放てJ:'t.ろ推粍抜放'1'!きった硯･̂田野

を2n軌切 に紡持して柵 を7t.i.とき串良の洞汝を

ぢえちとr･と さにはlt大J'tTQlj:r.と'叫 には‡土

中馳 顎LLろことr=たるのて,こLL'T,河7Jtzlく8.a

略して雌 した｡

丘IE

∴■ロコl:二二･YJ7L r･L,Ir_.I
E]7 Rl
亡 望 .

I:･(甥 投のJe牧追抜の大きさに比べて'.耶TDfl故は

小さいので･これを薫設出3㍍ として温故した粥投の

姓^故Lltのみの分岐i皇筑Jfノ<br｡

かくて･r.とr･を井宍ナ7Jに必EIT=qB;を対定す

さurか .ことに1_･も.

ここで点火力払乃邦等LL 2封TJ苛 ℡ゝ諾lこ●}..,

なるAILつT一問 を迅じた持,J'Lki:のLL-L3切 αと電

池 との灰休から.i.･えは,芯EEを刑 とさせてもー,と.,

の7rYE近田J比 -一書ら･'LL等のよi-LAlェ'-.i:,貰怒

にLこてq;を拓/,ろに狂って斉発加 の巾F･tEくf=7..

こ力殉 IIは卿53!.ZtTfLナl三田鞍でもろカも侶k石打の
ような誘-ngT･花束W .L'に笹津',id十時にはm 配う:

人きくJLつ筒箆の多､臣白金榔 放電萩に上7.価
防 毒詣b屯び1-Jということから7F宍道見方虻王らも
ののように考えられろ.

叩ち1択8の如く.1,テンシ,I-グ-てコシf yサ

ーの光ち 圧々をⅢhに加h2しうち如くを出 し,尤C1々
ZEは電圧計で72とよiにT･ろ｡

究づ,I?'をIr荘加 lに蓬だしその近状を正接に満
たして･-.きJrI及び･､の･Lt火J.を抑 すろ.しかし
て)ンT-ンサーの虫芯 注々五･二7)r'と,･.をI.･1時に.I..

火しっちか′JJ,芯転を話 す.こ&吏T=*苛 圧々を:Rめろ
E''てある｡

旬号音冬色軒PはAL謹l可
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こJLEこ上って･
g;Bの縫鞍鼓娃5:王･327.榔】終にとLL
LlのもLT'にT=
つてLlT.Z)せ推定17Llf抵触て
そJLl
_-
玲したものカ･ここてのIT.に軌ヨT--.りて.
仇

kkIl･1_,
Iわて7,L
Ltは究aJ二相T.
qZ芸を知ることi
ln京7..
例えは･
廿丑鵬,Lタフ1ンEg臣の増軌.1時
間拝に45QEl雌と椎'i:さ̂ろときは10莞斉発7)ときは
65r以fてなければ'Wは乙つかしいことにf=る｡
又Z
LLLOO究Laの人雅取と1=紬f/は10EL以F'と
たちのでirl何に人な1V芯fIをかけても芹発Liuか･て
劉生不態とILろから裁つかの[哨l=J,n
Eして五mlこ【
列にしなけ紬fならないことにt=7.｡

-
j;ざにJL5の蛾肘･L'･,とr.に放れた芯証比即ち

t=ttをi付して群発損瓦7'Li'.J
fする.
十一J･QTJゼミLITよ lJ
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EflTI Ta免761狩のYt罪職印lこ枕て 37

RI-iJi.■刑化d)禄 iJII

ー一 礼【∫1)
J.Jt′ト屯btI 1

1r?狩コ粥tt2◆■39 0882 087068 125
3J8 0818 LkX可机 ruDd 訂 ､t fc,: :≡ :≡ : 3u

7三 三言; :器 pIL--(滝 ) ･1 1-一一一R

ir_～)この桝 七の曲輪が鮒 f17の糊令の斉発Hl罷7)韻LB

l*{,l-すもの'Cある○在って 九州J_人相寒地歎豊のEr井さ
れたSJitgのJe8枚坑IZ.と範火,lj小顎叛の比 T.A(○との

臨床 y タ フをIl.IいてLEW もl竣P租缶の7F兄F･1位牲Lこ蛸 をb;

えて人た｡FIlは脚 7)文)さにユら功緯′クツフてもろ｡ 九惟 山芋i=益

軒21番抗Iil･16f(こ7)′77の盛は5:5の芙

取出と韓.せ rろ｡Jt技ZiLソんが或7.,噂作に上って2tX).J控L{qY

･こもると 37 lt. 'J.1†l明の抵抗ll.舛快〃t&VE.tt

何､ 10gた きlLJ_とき,

苛L㍍甘hl往只坊恥 ･8の枠分にそr=紫ノ､局地とふ
王小局淡かn:IP～T'は092相投でも7Alら,これを斉発T,-..=は既10の･4･''の曲tR吐び8

49のIT.一局=曲改ま.ら暮■】帥ヽ 托JTa等
左官な.･･勘定と1ろこと5'41ろ.′長L坊fli馳 こ




